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① ゼミ活動・専門研究の内容 

・ゼミ活動 

ゼミのテーマは「経営組織（体）に関する分析・調査研究」。学生が自らの関心ある組

織の活動を分析することが主であるが、地域活動に積極的な組織に興味を持つ学生が

多く、地域経営に関する演習を実施することも多い。また PBL（project based learning）

として、地域の自治体や事業者等との連携を毎年行っている（下記参照）。 

・専門研究分野 

専門分野は、経営学、経営組織論、組織間関係論。特に伝統産業地域（産地）におけ

る組織間コラボレーション（地域協働）に関する研究。また、初年次教育に関する実

践・研究も実施している。また伝統的工芸品産業（伝統産業）や産業観光も研究テー

マとしている。 

② 自治体や事業者等との連携実績 

【専門ゼミでの活動】 

・「長野県版 ここからエシカル MAP」作成（2022 年度～継続中） 

➡長野県くらし安全・消費生活課からの受託事業（専門ゼミでの活動） 

（参考）「ここからエシカル MAP」『長野県版エシカル消費』https://www.nagano-

shohi.net/ethical/map/ 

・地域スポーツクラブとの協働プロジェク（2021 年度および 2024 年度） 

➡㈱長野パルセイロ・アスレチッククラブとの協働による若者の集客増を検討するプ

ロジェクト。2024 年度は試合会場における「ハロウィンイベント」を計画・実施予定 

【教員個人の活動】 

・長野県伝統的工芸品産業振興審議会 委員（2023 年 10 月 1 日～2025 年 9 月 30 日（予定）） 

・ 「長野県伝統的工芸品第２回新作展第」審査委員（2022 年度および 2023 年度） 

・長野市立長野高等学校・中学校 学校評議員（2018 年度～継続中）、 ほか 

③ 今後やってみたい自治体や事業者等との連携内容 

・地域内での「協働（コラボレーション）の“場”づくり」をご一緒できればと思っ

ています。また、ゼミ生の PBL の場をご提供いただき、若者（学生）の声を参考いた

だければとも考えています。 

・伝統的工芸品産業（伝統産業）も調査対象として研究を行っています。伝統産業の

活性化などでもご協力できればと思っています。 

 


